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要　旨　本研究は，附属特別支援学校における教育実習において，教師としての資質・能力，
特に実践力を身につけるために，実習プログラムの検討を行い，指導案作成や教育実習後の
評価を中心に指導を改善した。今後の課題は，さらに学生らが実践力をつけるために，より
教育現場を意識し，具体的にポイントを絞った演習や教育体験を実習後にどう組むかである
と思われる。
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１．はじめに

　本研究の目的は，本学部附属特別支援学校に
おける教育実習において，教師としての資質・
能力，特に実践力を身につけるため，実習プロ
グラムの検討や指導の改善によって，今後の教
育実習の在り方を考えるものである。今後，卒
業前に必修化される「教職実践演習（仮称）」
を見据えながら，学生への系統的な指導のため
に，学部との連携の在り方を探っていきたい。
　本学では，特別支援学校教諭免許状取得が卒
業要件となっている特別支援教育コースの学生
は４週間，卒業要件ではない副免の学生は３週
間，附属特別支援学校において教育実習を行う

ことになっている。特別支援教育コースの学生
は，他コース領域の学生とは異なり，２回にわ
たって附属特別支援学校で実習を行う。基礎免
許状として，３年次の９月にそれぞれのサブ
コースに従って小学校もしくは中学校の教育実
習を経て，10月に２週間，翌年度の５月に２週
間の計４週間である。
　３年次の２週間の実習を基礎的実習と捉え，
教育活動の基本的な部分を意識しながら知識技
術の体得を目指すことを目標とし，その成果と
課題について実習後指導を受け，４年次の実習
に臨むという流れである。
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　主免の実習生は特別支援教育コースの学生の
みということもあり，以前より学部の特別支援
教育コースの教員と附属特別支援学校の教員の
間で，事前の情報交換や，実習時の事故等の解
決，中間指導の協力など，かなり細やかな連携
をはかってきた。
　平成22年度入学生から必修化されることに
なっている「教職実践演習（仮称）」は，教職
課程を通じて身につけるべき資質能力の最終確
認であり，教員養成の総仕上げの意味を持たさ
れている。教職課程の中で核になるのはやはり
教育実習であり，その事前指導及び事後指導は
教職課程において重要なものである。この「教
職実践演習（仮称）」が導入されるに当たって，
もう一度教育実習の事前事後指導を見直し，こ
れまでより系統的でより充実した教育実習およ
びその事前事後指導を目指して，附属特別支援
学校と特別支援教育コースが連携し，いくつか
の試みを実施した。

２．教育実習生の感じる困難さ

　より質の高い実地教育の場を提供できるため

の事前事後指導についての検討を進めていく上
で，まずは実習の当事者である実習生の意見を
聞く必要があるのではないかと考え，平成18年
度より，毎年実習の初日と最終日にアンケート
を実施した。
　この図からわかるように，「授業指導案の書
き方」について困ったという回答が多く，つい
でTTにかかわることや，授業の組み立て方に
関すること，生徒との関わり方などが多くなっ
ている。
　確かに，実習生達は実習期間２週間の中で，
最後の公開授業の指導案作りに追われ，附属の
教員が本来学んでいってもらいたいと思ってい
る学校教育全体を見渡せるような体験，学級指
導，生徒理解，特別活動など，教師として必要
とされる資質・態度・能力を伸ばす体験を得る
に至っていないのではと感じられた。
　この結果をもとに附属特別支援学校では検討
を重ね，学生の困難さ＝指導者のニーズであ
り，実習は短期間ではあるが，その中で学校
教育全般を見渡せるような体験を提供したい，

「授業」実習ではなく「教育」実習である（公
開授業に向けた指導案の作成指導に追われるよ

資料１　特別支援学校における教育実習の流れ
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うな実習にしたくない），授業の構成や指導案
の作成について学部との連携強化が必要という
認識に至り，次のような改善を行った。

３．指導案作成・授業構成力育成の手だて

①　教育実践演習（事前指導）での演習の時間
の増加

②　実習直前に学部教員による指導案の書き方
指導の実施

　８月末に教育実習直前の学生達を集め，学部
の担当教員による特別授業を行った。この中
で，学生達はそれぞれ実習で配属される学部

（小学部，中学部，高等部）にあわせて，１つ
の単元を想定し，実際に指導案を書いてみると
いう演習を行った。実際はどの授業を担当する
かまだ決まっておらず，児童生徒の実態も全く
わからないまま状態であるが，とりあえず指導
案の単元観，題材観，指導観や留意点など，ま
ず箇条書きにして，その後文章化してみた。

③研究授業を使っての演習の実施
　実際に附属教員による研究授業を参観する前
に指導案をじっくり読む時間をとった。その指
導案は一部穴あきになっており，実際に授業中
の子どもの姿や支援の様子を見た後，いったい
どのような意図を持った支援だったのかを考え
るというものである。これにより，見るポイン
トが絞られ，実習生たちは熱心にメモを取りな
がら見ることができていたように思われた。

　これらの試みの後に教育実習を行った平成20
年度の実習生に対するアンケートでは，指導案
作成に困難さを感じたと回答した学生が減少し
た。教育実習後の附属教員からも，例年より指
導案作成に割かれる時間が少なかった，困難が
減少したという感想がきかれた。今後これらの
指導を続け，経過を見ていきたいと考えてい
る。

資料２　実習において困難を感じたこと
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資料３　穴あきの指導案

学習活動 援助活動
2　作業をする

　　マグカップ作りグループ　　　　　　　　皿作りグループ　
　　　Ｔ１，＜Ｂ男，Ｉ男＞　　　　　　　Ｔ３，＜Ｈ男，Ｈ女＞

⑴　粘土をもらう
・正しく依頼をする態度を養うために，Ｂ男， Ｉ男，Ｈ男，Ｈ女が，粘

土を取りに来たときに「粘土をください」と言えるよう促したり，適
切な表現でない時にはやり直しの場をもったりする。Ｂ男とＩ男には
それぞれの場面で正しく指導者に報告や依頼ができるように，モデル
となる語型を記入したプレートをＴ１が用意する。

⑵　丸めた後，平らに伸ばす 
・Ｈ女がスラブローラーにかけられる厚さに伸ばせるように，Ｔ３が指

で粘土を凹まして，その凹みが見えなくなる厚さまで手の平で伸ばす
ことを伝える。

・Ｈ男が自力で粘土を目標の大きさまで広げられるように，Ｔ３は円を
描いた粘土板を用意し，手の平で音の大きさや力の入れ具合を意識で
きる助言をする。

・Ｈ男が自分から依頼や報告をして作業を進められるように，Ｔ３は
VOCAの用意や指さし，間接的な言葉かけをする。

・自己中心的な報告をしがちなＢ男やＩ男には，Ｔ１が話型を参考にし
たり，報告するタイミングを考えたりする場を意図的に用意し，相手
を意識した報告をする態度を養いたい。

⑶　スラブローラーで伸ばす
・指を詰めず安全にスラブローラーが使えるためにＴ１（またはＴ３）

が生徒の手や指の位置に配慮して支援にあたる。
・模様作りの場面では，できあがりのモデルを参考にしながら３種類の

葉から選択できる場面を用意することで，本人の思いを表現できるよ
うにする。

粘土ちぎりグループ
Ｔ２，＜Ｅ男，Ｄ女＞

⑴　粘土を小さくちぎり，
土練機に投入する

・Ｅ男には，決められた手
順で作業を繰り返し行う
ことで，自信をもって作
業活動に取り組めるよう
にする。

・Ｅ男には，両手を使って
粘土を棒状に伸ばしたり，
切る目印を入れたりする
ことで，作業工程の確立
と自主的な準備の場とす
る。

・粘土板に数字を記入して
おくことで，Ｂ男が粘土
を転がし伸ばす数や，仕
上がりの量が分かりやす
いようにする。

・仕事量を評価するために，
10本の粘土棒作りの作業
を用意し，終了すると「で
きました」の報告ができ
るように，口形を示し，
発語を促す。

　

� �

資料４　平成20年度後期実習生の感じた困難さ
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４．事後指導（中間指導）

　教育実習に関する指導のもう一つの柱は事後
指導である。主免の実習は３年の秋の２週間と
４年の春の２週間であり，２つの期間に分かれ
ている。よってこの２つの実習を結ぶ指導は学
生達の学びにとってとても重要なものになる。
　学生一人一人の課題を明らかにし，それを解
決して次の実習につなげるために，従来から
行っている，実習録による指導や「障害児教育
指導論」での授業分析に加えて，個別に指導教
員から担当実習生に対してコメントを返すこと
と，評価の項目を実習生に返すことにした。
　「障害児教育指導論」は第１回目の特別支援
学校の教育実習を終了した学生が履修する３年
次後期の授業科目である。実習生による研究授
業のビデオを使って授業分析を行っている。こ
の授業においては，授業を見る視点の明確化，
授業を作る視点の明確化，グループ討議による
授業に対する質問事項の整理の仕方，課題の整
理の仕方，授業検討会を体験することなどを目
的としている。また附属特別支援学校教諭に授
業へ参加してもらい，実際に解説してもらった
り，学生からの質問に答えてもらったりしてい
る。
　さらに指導教員から実習生それぞれの成果と
課題を次のような記述で渡すことにした。以下
のように，よくできた点と次回の実習で改善し
たらよいという点を指摘している。
　　　「授業に対して，様々なアイデアを出す

ことができました。子どもの立場に立って
考え，一つ一つ実現していこうと努力する
姿がありました。

　　　感性豊かな心で，子どもの反応をキャッ
チするところはすばらしいです。常にアン
テナを巡らせ，見逃さないでおこうとする
姿勢は今後とも続けていってください。

　　　授業中と休み時間の区別をつけてみま
しょう。例えば言葉遣いです。意識して区
別することができるようになるとメリハリ
のある授業へと変化していくと思います。」

　次に評価について工夫した点である。附属特

別支援学校では，教職で必要な知識，技能，態
度について，具体的な到達目標や期待する実践
力を示す61項目をたてている。実習中の生活態
度から授業参観，授業でのポイント等，期待す
る実践力などからなっている。特別支援学校は
小学部・中学部・高等部それぞれの特色があり，
生徒の実態等が様々で，評価基準表というもの
が作りにくい現実がある。しかしその中で公正
に評価をするため，多面的総合的に評価するた
めに作成することになった。
　またこの評価表は実習生にも示され，彼らは
実習後その評価表に従って自己評価を行う。こ
れは実習中に漠然とした指示を与えるよりも，
これらが大事なポイントであると具体的にわか
りやすく努力点や配慮点を示すことが実習生に
伝わりやすいと考えたからである。何をどう頑
張ったらよいかわからない実習生に具体的な項
目が示されたことは大きい。実習の評価はこれ
らと公開授業の評価と合わせた形で決定され
る。このように評価項目が細かに決められてい
ることによって，指導においても実習生を評価
することにおいてもできるだけ客観的にできる
ようにされている。資料５はその一部である。

資料５　評価表の一部
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５．副免の実習について

　副免の実習生は３週間の実習期間の中で最初
の２週間は主免の授業のＴ２やＴ３になること
が多く，授業観察や教材づくりが主となってし
まう。２週間を２回実習する主免とはやはり同
じようなことはできず，また当然のことなが
ら，特別支援学校の教員になるわけではなく，
小・中学校の教員志望である。よって副免の実
態に応じた実習を考えていく必要がある。今回
改善した点は，それぞれがまず自分のテーマを
決めて３週間の実習を行い，それをもとにレ
ポートをまとめるという課題を課したことであ
る。テーマには次のようなものがあった。
　・　個別の児童に配慮した一斉学習の授業の

手立て～小学部・遊びの指導を事例に～
　・　通常学級に特別な支援が必要な子どもが

いた時の支援方法について～特に，Ｅ女の
日常生活の支援に着目し，そこから指導と
支援を考える

資料６　公開授業評価表

　・　中学部１組Ｓさんの様子と支援について
～公立中学校へと生かせるもの～

　各自がテーマを決めたことで，学びたい課題
がはっきりし，中には通常学級にいる特別な支
援を必要とする子どもへの対応を特別支援学校
の実習から学ぶことや，一斉指導の中で個別の
児童への配慮をどう考えたらよいのかなどを学
べたものなどが見受けられた。

６．今後の課題

　以上，教育実習の事前事後指導について新た
な検討を加え試みてきたことを述べてきた。現
状では３年次の実習後の指導は行われている
が，４年次の実習後の指導については十分なこ
とができていない。
　しかし，卒業後教職に就く予定の学生にとっ
ては，４年次の実習後に，より教育現場を意識
し，具体的にポイントを絞った指導が必要であ
る。平成22年度入学生から導入される「教職実
践演習（仮称）」においては，教育実習に関す
ることも含めて学生個々の成果と課題を把握
し，どのように演習などを組むかが大切になっ
てくるのではないかと思う。

　付記：本研究は平成20年度学部教員と附属学
校教員による共同研究プロジェクト研究費の
補助を受けた。
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